
　【ニュース概略】公安部交通局の統計によると、５
月１日～15 日までに全国で取り締まりを受けた飲酒
運転の件数は 2,038 件、昨年同期に比べ 35％減少した。
また、飲酒運転による交通事故の死亡者数および負傷
者数も、それぞれ 37.8％、11.1％減少した。（「中国
網」2011 年５月 17 日）

　ここ数年、中国は自動車保有台数の右肩上がりの成
長に伴い、交通事故の発生数も急増しています。メン
ツが最重要視される中国文化や商習慣において、酒を
飲まざるを得ない状況があることは皆様既にご存知か
と思いますが、その一方で、飲酒運転による重大事故
が各地で頻発しているため、飲酒運転の根絶は交通管
理部門の中心業務となっています。今回は、法的視点
から飲酒運転の取締り動向についてご紹介します。
　まず飲酒運転は、酒気帯び運転と酒酔い運転の二種
類に分けられていますが、中国では、100 ミリリット
ルの血中アルコール濃度が 20 ミリグラム（おおむねビ
ール１杯）以上で、なおかつ 80 ミリグラム（おおむね
ビール２本）未満の場合は酒気帯び運転、80 ミリグラ
ム以上の場合は酒酔い運転であると定義されていま
す。
　酒気帯び運転に対しては、主に行政処分が下されま
す。具体的には、2004 年より施行され、11 年に改訂さ
れた「道路交通安全法」では、６カ月間の免停、1,000
元以上 2,000 元以下の罰金という罰則が設けられてい
ます。これ以外にも、酒気帯び運転により処分を受け
たことがあるにもかかわらず、再度酒気帯び運転をし
た者に対しては、10 日間の留置、罰金、免許取り消し
などの罰則が規定されています。
　酒酔い運転に対して追及される責任には、行政責任
と刑事責任の２種類があり、行政責任としては「道路
交通安全法」にて５年間の免許取り消し、最終的に刑
事責任を追及されるに至った場合には、免許の永久取
り消しが定められています。
　一方、刑事責任について、これまで「刑法」に「交
通事故惹起罪」、「危険な手段で公共の安全を脅かす罪」
という２つの罪名が設けられているのみでした。前者
は過失犯罪として、交通運送管理法規に違反し、これ
により重大事故を発生させ、人を重傷もしくは死亡に
至らしめたか、公共・個人の財産に重大な損害をもた
らした場合に適用されます（状況に応じて３年以下ま
たは３年以上７年以下の実刑が科されます）。後者は故

意の犯罪として、危険行為によって公共の安全を脅か
したものの、重大な結果をもたらすには至らなかった
場合、３年以上 10 年以下の実刑を科し、人を重傷もし
くは死亡に至らしめるか、公共・個人の財産に重大な
損害をもたらした場合は、10 年以上の実刑、無期懲役、
状況によっては死刑に処されることになります。
　08 年、酒酔い運転によって交通事故を起こした後、
犯人がスピードを落とさずにそのまま逃げ去った際に、
自動車４台と衝突し、４名が死亡、１名が重傷という
重大事故を引き起こした事故がありました。事故後逮
捕された犯人は「危険な手段で公共の安全を脅かす罪」
で送検され、一審では死刑、二審では無期懲役との判
決が下されました。
　しかし、上述の法規定では、事故を起こさずに酒酔
い運転をした行為に対して、刑事責任を問うことがで
きなかったため、酒酔い運転は一向に減りませんでし
た。そのため、今年５月から施行された「刑法」第８
回改訂では、新たに「危険運転罪」が設けられました。
これにより、酒酔い運転をした場合には、事故を起こ
してないとしても、拘留と科料に処すことが可能とな
ったため、５月以降、各地で危険運転罪により送検さ
れるケースが急増しています。しかし、最高裁の副院
長による「単に酒酔い運転しただけでは、情状が軽微
な場合は訴追する必要はない」という発言もあり「危
険運転罪」に対する法的な解釈については、正式な司
法解釈が出されるまでは混乱状態が続くのではないか
とみられています。
　飲酒運転をすれば、労災認定や保険賠償がすべて受
けられなくなるばかりでなく、刑事責任を問われる可
能性もあるため、外国人としても充分注意し、自社社
員への教育を徹底すべきではないかと思います。
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